
日付: 令和 7 年 1 月 6 日(火) 

時間: 13:00 ～ 14:00 

場所: アストラポルテFC 筑西 

 

 

アストラポルテ FC 筑西 避難訓練記録

参加者数: 15 名（職員：5 名、児童：10 名） 

訓練内容:  [火災避難訓練・通報訓練・消火訓練] 

目的: 

• 災害発生時における安全な避難経路の確認 

• 利用者及び職員の避難行動の習熟 

• 非常時の役割分担の確認 

• 通報の流れを確認、消火の方法を確認 

 

訓練の流れ: 

1. 火災発生想定: 

o 13:25、2 階台所から火災が発生したと想定し、職員Aが「火事だー！」と叫

ぶ。 

o 職員Aは初期消火対応、職員Bが 2 階の児童の安全を確認後整列。 

o 1 階の職員Cは児童を確認し整列。 

o 職員Dは初期消火を確認後、通報。通報内容は以下の通り 

→「何が燃えているか」 

→「初期消火は終わっているか」 

→「住所・電話番号」 

→「通報者氏名」 

o 児童全員職員の指示に従い「おかしも」を意識して避難。 

2. 避難開始: 

o 並び終わった後、14:27  に避難開始。 

o 事前に決められた避難経路に従い、職員の指示の下、児童を誘導。 

3. 避難完了: 

o 14:31 に避難場所に全員無事到着。(避難時間 5 分) 

o 職員Eが児童の人数を確認し、全員の無事を報告。 

o 消火器を使った放水訓練を行う。 

4. 総括: 

o 避難完了後、職員が避難訓練の結果について振り返り、改善点や次回への提

案を共有。 

o 児童にも簡単に訓練の目的と成果を伝える。 
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改善点: 

• 児童A  が避難途中で靴を履きに戻ってしまったため 

• 非常口の表示が不明瞭だったため、改善を検討。 

• 消火器の使い方が分からない児童がいた 

• 狙う位置も上ばかり狙ってしまっていた。 

• 2 階の児童の整列に時間がかかってしまい、マニュアルの役割以外にも臨機応変な

対応が必要だと思う。 

次回訓練の提案: 

• 地震訓練を行う。 

• 避難場所(下館小学校への避難) 

• 地震体験施設で実際に体験を行う。 



様式第 36号

消防訓練実施結果報告書

/令ゎ7年 /月 多

筑西広域市町村圏事務組合消防本部

筑西消防署長 矢部正行様

(統括・防火 。防災)管理者

職。氏名 ィゃ琢″絆後 ″ヽ 移

(防火管理・防災管理)に係る消防計画に基づき、以下のとおり消防訓練を実施しましたので報告します。

1 報告書は 2部とする。
2 ※の欄には記入 しないこと。
3 全体の (防火管理者 。防災管理者)に係る消防計画に基づく訓練の場合には、参加事業所
一覧等の資料を添付すること。
4「訓練概要」の欄には、実施場所、発災想定等の具体的な内容を記載すること。
5 かっこのある欄については、該当しない文字を横線で消すこと。
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